
 

 

令和７年９月３日 
（通算第７２６号） 
問い合わせ先 
長野県庁園芸畜産課 
電話 026-235-7232 

 
 
 
 
 
 
 

ここ数年、畜産関係施設のクマ被害件数は増加傾向にあります。畜舎への侵入の

他、家畜が襲われる事例も確認されています。 

クマは畜舎をエサ場と認識すると、繰り返し出没するため、被害が甚大になるこ

とから、十分な警戒が必要です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家畜保健衛生所 電話番号 家畜保健衛生所 電話番号 家畜保健衛生所 電話番号 

佐 久 0267-62-4123 飯 田 0265-53-0439 長 野 026-226-0923 

伊 那 0265-72-2782 松 本 0263-47-3223 県庁園芸畜産課 026-235-7232 

（１）作業を行う際の注意点 

 ・クマの行動が活発となる朝夕の作業時には周囲に注意を。 

 ・クマは聴覚が優れているため、ラジオなど音が出るものを携帯し、存在をアピール。 

 ・頻繁にクマが出没する地域では複数人で作業を実施し、警戒を。 

（２）誘引物の除去 

 ・エサとなる飼料等の適切な保管（畜舎や飼料保管庫の施錠）を。 

・食料残渣、燃料、廃油等はクマの誘引物になるため、保管場所に注意を。 

（３）侵入防止対策 

 ・侵入防止策（電気柵等）の設置や点検、周囲のヤブを刈り払う等 
 

 
  

畜産関係施設のクマ被害が増加しています！ 

適切なクマ対策を実施し、被害を予防しましょう！ 

 長野県林務部の HP で 
確認できます。 

・2010～2013 年に塩尻市の２農場（牛舎）にクマが大量出没し、家畜飼料への重度の 
依存個体がいたことが報告されている。 

・家畜飼料を撤去後も頻繁に牛舎に出没し、敷地内に散乱していた家畜飼料をあさってお

り、食物が豊富に存在した場所への執着が非常に強いことも報告されている。 

 
出典：長野県塩尻市における閉鎖牛舎での捕獲ツキノワグマの家畜飼料依存度 

              （中下留美子ら；独立行政法人森林総合研究所） 

 

発生年度 種 類 内 容 

2022 
鶏 養鶏場の採卵鶏が襲われる 

豚 豚３頭が襲われた可能性。豚舎の壁にクマの足跡の血痕。 

2023 エサ 牛の餌（配合飼料）の被害（2024,2025 も同様の被害） 

2024 鶏 家庭鶏が襲われる 

2025 鶏 養鶏場の地鶏が２度襲われる（一部、内臓を食害） 

 

被 害 発 生 状 況（一例） 


